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〇６：００ 宮崎県薬剤師会に集合 

 ・関谷昭雄先生、増田恭之先生、長友学の３名。比佐恭子先生は前日より現地入り。 

○１０：００ 熊本県薬剤師会到着 

 ・簡単に状況確認。 

 ・被災者より「写真は撮ってほしくない」とクレームあったと報告受ける。   

○１１：３０ ホテル エミナースに到着 

 ・関谷先生、比佐先生はエミナース救護所、増田先生、長友は広安西小に移動。 

○１２：３０ 広安西小に到着 

 ・水元先生、草場先生より引き継ぎ。 

 ・くまもと森都病院の医療チームと保健室にて活動。 

 ・Ｄｒがカルテに処方薬とＯＴＣ(必要時)を記入し、処方箋には処方薬のみを記入。薬剤

師は、カルテと処方箋をみながら投薬。 

 ・不足した薬品は、アステム、トミタ、アルフレッサで注文。 

 ・小学校では電気は使用できたが、水は止まったまま。 

 ・その影響でトイレの匂いが問題となり薬局に相談あり。「重曹を使ってみる」や「匂い

で匂いを消す」等いろいろ案があったが、実行には至らず。課題となった。 

○１６：００ 診察終了 

 ・増田先生、長友はＯＴＣで対応するため、引き続き現場待機。 

○１８：００ ホテル エミナースに戻る 

 ・食事(パン、カップ麺) 

 ・熊本県薬剤師会２名、岡山県２名、沖縄県２名、宮崎県４名。簡単に自己紹介を行い、

ミーティング。 

 ・救護所は２４時間対応で、宮崎県薬剤師会が担当。   

 ・基本的にＯＴＣは１回分でお渡し。軟膏・クリームはその場で使用(代理の場合は、軟

膏ツボに少量入れてお渡し)。点眼は１本で。 

 ・１０：００～２：００ 関谷先生、比佐先生、２：００～６：００ 増田先生、長友で

対応。 

 ・０：３０ 腹痛 ビオフェルミン  

・５：４０ 転倒で手首打撲 サロンパス 雨のため床がすべりやすくなってた様子。 

・６：００ 虫刺され 2件 ムヒ  



・６：３０ 頭痛・咳(代理の方) 葛根湯 

 ・頭痛・咳の患者さんは透析中だった。透析中でも服用できる薬品・ＯＴＣをまとめてお

く必要性を感じた。  

 ・５：５０より看護師と増田先生で見回り。 

 ・朝食(パン) 

 ・９：００より増田先生、長友は昨日同様、広安西小で活動予定だった。しかし、広安西

小での活動は熊本薬剤師会が把握していないとのこと。今後、宮崎県薬剤師会はエミナ

ースで活動することになった。 

 ・最寄りの薬局の営業リストが掲示されていた。このリストは広島県薬剤師会のメンバー

が作ったとのこと。このリストが役立った方も多かったと思われる。 

○１０：００ 日赤チームによる診療開始 

○１０：３０ 後任班到着 

 ・引き継ぎを行った。 

○１３：００ エミナースを出発。 

○１７：１０ 宮崎県薬剤師会に到着。  

(活動を終えて)今回第７班として参加致しました。先の班の方々が道標を示して頂いたおか

げで、かなり活動しやすかったと思います。特に第１班はゼロからのスタートだったの

で大変だったのではないでしょうか。また被災者の方々のストレスや不安は相当なも

のだと感じました。投薬中に家族で喧嘩が始まったり、自衛隊に怒鳴っている方もおら

れました。1日も早い復興を願うばかりです。 


